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   The aim of this study was to examine the relation between the interactions with friends 
with disabilities, social consideration, and social and individual orientedness among university 
students. It was hypothesized that the past experiences with friends with disabilities orient 
their entity to society, and facilitate their degree of social consideration, and social and 
individual orientedness. The results of the present study did not support the hypothesis. The 
further study was needed to examine whether the degree and quality of the relation with 
friends with disabilities affect social consideration, and social and individual orientedness. 
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A Fundamental Study on the Interactions with Friends with Disabilities, Social 















































結 果 と 考 察
　１．社会考慮と社会志向性・個人志向性についての結果


















*17 自分が本当に何をやりたいのかわからない .899 -.183 .720
*　7 自分の生きるべき道が見つからない .884 -.095 .727
　13 自分の信念に基づいて生きている .508 .19 .366
*　5 小さなことも自分ひとりでは決められない .471 -.101 .196
　　3 自分の心に正直に生きている .393 .013 .159
　15 周りと反対でも、自分が正しいと思うことは主張できる .181
　10 周りとの調和を重んじている -.185 .698 .425
　14 人とのつながりを大切にしている .081 .651 .470
　12 社会（周りの人）のために役に立つ人間になりたい　 -.039 .562 .301
　　8 他人に恥ずかしくないように生きている .133 .508 .325
　　6 他の人の気持ちになることができる .002 .476 .227
　　4 他の人から尊敬される人間になりたい -.211 .466 .188
　11 社会のルールに従って生きていると思う -.018 .437 .185
　16 社会（周りの人）の中で自分が果たすべき役割がある .400 .431 .474
　18 公正な判断ができる　 .302 .351 .293
































保育園 幼稚園 小学校 中学校 高等学校
7 11 107 59 13
（複数回答可）
Table 3  障害のある同級生と過ごした時期（名）
（複数回答可）
発達障害 知的障害 ダウン症 自閉症 ＡＤＨＤ パニック障害 アスペルガー 身体不自由
13 15 7 18 2 1 1 1
学習障害 歩行困難 会話・言語障害手足不自由聴力障害 視力障害 不明
3 11 5 1 6 3 44
Table 4　同級生の障害の種類 （名）
いつも付き合う 少し付き合う 付き合いなし 不明
4(3) 73(60) 43(36) 1(0.8)












































Table 7  障害のある同級生との経験の有無による得点の比較
いつも付き合う 少し付き合う 付き合いなし
社会考慮得点 3.23 3.30 3.27
社会志向性得点 3.35 3.83 3.77
個人志向性得点 2.92 3.15 3.02
(いつも4名：少し73名：なし43名)
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